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1.本書は、出土建築材資料集の第 2分冊で、東海 。近畿の資料を収録している。

2.資料集は 3分冊からなり、第 1分冊は、北海道・東北・関東 。中部・北陸の資料を、第 3

分冊は山陰・山陽・四国 。九州の資料を掲載している。担当者は、下記のとおりである。
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岐阜県の概要
小野木 学

縄文時代

出土建築材は宮川村宮ノ前遺跡の 1例のみである。直径 20 cm弱の丸木を、石斧で相対する形
で 2面加工して角材風に仕上げている。大きな括りは直交材を組むための加工、その脇の浅い溝
は材の縛り固定時の縄掛けの補助であり、材の積み重ね (連結)直交組みなどの作りから、方形基
調の建築物の部材と想定されている。樹種はクリである。

弥生時代

荒尾南遺跡では横架材、柱材、屋根材などが出土している。屋根材は妻の部材 (1)と 留具と想
定されるもの (6)がある。柱材は柱頭に髪太を作り出すもの (10)がある。樹種は建築材 22点の
うち、シイノキ属 6点、ヒノキ 3点、モミ属 3点の順に多い。柿田遺跡では、三股に分かれる竪
穴住居跡用の柱材が出土している。建築材ではコウヤマキ、ヒノキ、ツバキなどが使用されてい
るが、出土数が少ないので全体的な傾向としての位置付けはできないと思われる。なお、土木材
はアカガシ亜属が多い。 (柿田遺跡では各時代の治水・利水施設が多数検出されており、以下に
それらに使用されている杭などの土木材の樹種についても述べる。これは、土木材が周辺の植生
をある程度反映していると想定され、建築材の樹種と比較できるためである。)
古墳時代前期

顔戸南遺跡と柿田遺跡でまとまって出土している。柱材は、二股に枝分かれする部分を利用す
るもの、柱頭に出□を作り出すもの、柱頭に髪太を作り出すものなどがある。横架材は、円形な
いし方形の貫通穴を有するもの (顔戸南 2・ 3・ 10、 柿田 3など)、 側面に欠込のあるもの (顔戸
南 4・ 10、 柿田6な ど)、 側縁に小穿孔があるもの (顔戸南 H)などがある。□・蹴放し (顔戸南 8)
は扉軸穴が中央寄りにあり、辺付あるいは方立仕口穴と思われる方形孔は周縁部にある。
柿田遺跡において同定した建築部材 41点の樹種は、ヒノキ 13点、サカキ 7点、アカガシ亜属
7点、コウヤマキ 6点の順に多い。一方、同定した土木材 310点の樹種は、アカガシ亜属 114点、
サカキ 57点、ツバキ H点.カエデ H点、コナラ 10点の順に多い。なお、顔戸南遺跡でも建築
材の樹種はヒノキが最も多い。

古墳時代後翔

柿田遺跡でまとまって出上している。柱材と横架材は古墳時代前期のものが引き続き存在して
いるが、柱材は柱頭に出日を作り出すものの比率が高くなっている。横架材も端部に日を作り出
す材が多くみられ、それ以外にも縁辺部に溝があるもの、材の中央に溝や連続する小穿孔がある
もの、未貫通穴のあるものなどが存在する。□ 。蹴放し(4・ 5)は扉軸穴と方形穴が連結してい

イ

る。

柿田遺跡において同定した建築部材 121点の樹種は、ヒノキ 57点、コウヤマキ 20点、サカキ
7点の順に多い。一方、同定した土木材 473点の樹種は、アカガシ亜属 182点、サカキ 49点、
ツバキ 27点、ヒノキ 21点、サクラ 16点の順に多い。
古代

柿田遺跡では、古代に周辺の植生が変化するので、ここに特記する。柿田遺跡において同定し

た建築部材 29点の樹種はヒノキ H点、クリ6点、コウヤマキ 6点の順に多い。同定した土木材
362点の樹種は、クリ 58点、コナラ節 56点、エゴノキ属 40点、アカガシ亜属 29点、ヤナギ属
19点、ヒノキ 17点の順に多く、古墳時代後期まで土木材として多く使用されていたアカガシ亜
属の使用頻度が減り、他の樹種が多く使用されている。

※ 備考

①レイアウトの都合上、資料集成の建築材は報告書に掲載されている向きを変更している場合も
ある。②柿田遺跡は現在報告書作成中につき、記者発表資料を中心に出上部材の一部のみを掲載
した。③時期区分のうち、古墳時代前期とは概ね3～ 5世紀前半、古墳時代後期とは概ね5世紀
後半～6世紀、古代は概ね8世紀を示す。7世紀代 (飛鳥時代)の資料は極めて少ない。

‖



遺酢名:宮ノ前遺跡 聴 地:岐阜県吉城郡宣川村 縄文時代中期

1 括りと溝のある材 (横架材、長123cHl、 幅16cll、 クジ)
※スケール1/10 拡大図1/3



遺跡名 :荒尾南遺跡 所在地:岐阜県大垣市 弥生時代中期～終末期
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貫穴のある材  (屋根材、長 (141)clll、 幅25cm、 ヒノキ)
柏のある材 (横架材、長 101cIIl、 幅9cn、 モミ属)
貫穴のある材 (横架材、長95cm、 幅29cm、 トネジヨ属)
貫穴のある材 (横架材、長71cIIl、 幅22cIIl、 スギ)
欠込のある材 (横架材、長57cIIl、 幅8clll、 ヒノキ)
有頭状の材 (屋根材、長44clll、 幅4911、 ヒノキ)
有頭状の材 (垂本、長72cm、 幅3cm、 スギ)
貫穴のある材 (横架材、長102cm、 幅7cm、 ヒノキ)
久込のある材 (横架材、長94cIIl、 径8cIIl、 サカキ)
欠込のある材 (柱材、長206cIIl、 径 10cln、 シイノキ属)

遺跡名 :今宿遺跡 所在地:岐阜県大垣市 弥生時代終末期

日 日 つ
:

1

1 袖のある材  (柱材、長 (108)clll、 幅 7clll、 ヒノキ



遺跡名 :曽根人千町遺跡 所在地:岐阜県大垣市 古墳時代前期
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1 久込のある材  (垂木 ?、
2 貫穴のある材  (横架材、
3 貫穴のある材 (横架材、
4 貫穴のある材  (横架材、

馬

3

長246cIIl、 幅 5clll、 ヒノキ)
長 164cm、 幅 15cm、 ヒノキ)

長 169clll、 幅 17cm、 ヒノキ)

長 73cIIl、 幅 12cEl、 スギ)

遺跡名 :砂行遺跡 所在地:岐阜県関市 弥生～古墳時代

欠込のある材 (横架材、
貫穴のある材 (横架材、
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※ 1と 2は同一個体
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遺跡名:顔戸南遺跡 所在地:岐阜県可児郡御嵩町 古墳時代前期

∪ ０

●

憮
日
日
Ｈ
ν

⊆ )一

⊆ 動

―

距滋―

≪》一

1 貫穴のある材  (横架材、長491cn、 径 9clll、 ヒノキ)
2 貫穴のある材 (横架材、長350cIIl、 幅 15cln、 サクラ)
3 貫穴のある材  (柱材、長232cEl、 径 15cIIl、 コウヤマキ)
4 貫穴と久込のある材  (横架材、長 334cIIl、 幅 ncm、 ヒノキ)
5 久込のある材  (横架材、長 (85)cm、 径20clll、 ケヤキ)
6 貫穴のある材 (柱材、長 (95)clB(径 14cm、 アカガシ)
7 貫穴のある材  (柱材、長 (146)clll、 径 16cIIl、 ムクノキ)

※ 1のみスケール 1/25
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遺跡名:顔戸南遺跡 所在地:岐阜県可児郡御嵩町 古墳時代前期
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8 貫穴のある材 (相・蹴放し、長129clll、 幅20cn、 ヒノキ)
9 貫穴のある材 (横架材、長138clll、 幅17cm、 ヒノキ)
10 桟穴のある材 (検架材、長147clll、 幅15clll、 サクラ)
11 貫穴のある材 (横架材、長(176)c皿、幅23clll、 ヒノキ)
12 貫穴のある材 (横架材、長(99)cm、 幅20cn、 ヒノキ)
13 板材 (横架材、長(34)clll、 幅13all、 ヒノキ)
14 納のある材 (横架材、長(73)cm、 幅13cEl、 ヒノキ)
15 袖のある材 (横架材、長(107)cn、 幅Hcm、 ヒノキ)
16 欠込のある材 (垂木、長(130)c皿、径6cm、 コウヤマキ)

,―

17 欠込のある材 (横架材、長(87)clll、 幅22clll、 ヒノキ)
18 欠込のある材 (横架材、長65cEl、 幅22clll、 ~)

19 貫穴のある材 (椋架材、長(148)clll、 幅13cm、 ヒノキ)
20 有頭状の材 (垂本、長(153)cm、 径6clll、 アカガシ)
21 有頭状の材 (垂木、長238cn、 径7cm、 ニガキ)
22 貫穴のある材 繹、長97clll、 幅60cm、 ヒノキ)
23 - (梯子、長(91)cm、 幅16cm、 ヤマハゼorハゼ)
24 有頭状の材 (垂木、長96cDl、 径5c皿、イヌガヤ)
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遺跡名:柿田遺跡 所在地:岐阜県可児市・御嵩町 古墳時代
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6 久込のある材  (横架材、長259clll、 幅 1 lclll、 コウヤマキ)
7 貫穴と欠込のある材  (横架材、長21 lclll、 幅 13clll、 クロベ)
8 貫穴と欠込のある材  (横架材、長 166cm、 幅35clll、 ヒノキ)
9 貫穴のある材  (扉、長 158cIIl、 幅46clll、 ケヤキ)
10 貫穴のある材  (横架材、長 183clll、 幅1lcn、 モミ属)

※ 7のみ古代
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遺跡名:柿田遺跡 所在地:岐阜県可児市・御嵩町 古墳時代
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1 柄と欠込のある材  (横架材、長250clll、 幅36cm、 ヒノキ)
2 貫穴のある材 (横架材、長242clll、 幅 19cln、 とノキ)
3 柄のある材 (柱材、長263clll、 径 10clll、 ヒノキ)
4 扉軸穴のある材  (相、長 127cIIl、 幅33clll、 アスナロ属)
5 扉軸穴のある材  (蹴放し、長 98clll、 幅20cIIl、 ヒノキ)
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静岡県の概要

望月由佳子。中,I降子

縄文時代

縄文時代は低地遺跡が少なく、建築材の資料がほとんどない。参考までに静岡市の蛭田遺跡で検出さ

れた縄文時代後翔の水場遺構の構築材を取り上げた。建築材ではないため、仕日の加工は見られず、自

然に枝分かれする部分などの形を利用して材を組み合わせていたのではないかと推定される。

樹種については報告書に記識が無い。大半が枝を切断した芯持材と、ミカン割りをして作り出された

材を使用している。板目材が 1点あるが、樹皮に近い部分を割り剥がしたと考えられる。

的

県内での遺跡の調査例がなく、不明な点が多い。

弥生時代中期

報告書の刊行されている遺跡数が少ないため、資料にやや乏しい。

柱材の上部を長いホゾ状に細くする加工をしたものが見られる。また、栓が出現するため、栓留めの

技術が推定されるが、実際に栓留めの仕口を持つ建築材は見られない。材に孔や非貫通孔が見られ、紐

をかけて緊縛する部分に溝を切るという加工も行われている。孔の形は不整の精円形が多い。梯子の上

端は凸状の突起を持つものが見られる。静岡市瀬名遺跡には貫穴と思われる大型の孔があけられた材で、

さらに中を削って板を組み合わせたような加工の材がある。板はやや厚めのものが多く、ミカン割り材

をさらに割って作成されている物が多い。芯持材も多い。

樹種は県西部地域には広葉樹材が多く、中部地域はスギ・ヒノキ材が多い。この差は近隣地域の植生

の差と推定される。御前崎市の南谷遺跡では広葉樹材が中心であるが、柱には針薬樹を使用するといっ

た用材選択が行われているようである。

弥生時代後期～古墳時代前期

県内では最も出土例が多いが、ほとんどが水田の畦畔に転用されている物が多く、再加工を受けて全

体の形がわかりにくくなっている。また、竪穴住居を廃絶時に焼くという事例が多く、堅穴住居の材は

発見されにくい傾向にある。

チョウナによる表面加工が最も多く見られる時期で、基本的にはミカン割り材から加工を始めるカミ

金属器による加工技術で、板材が薄く仕上がるようになったり、ミカン割り材から円形材の加工を行え

るようになったりしている。中には長さが3mを超えるような大形の材が見られるようになる。板材は板

目材が多くなるが、ミカン割り材から木日で割り剥がす加工が多い。

仕日はやや複雑化し、韮山町山木遺跡のように柱材の上部をホゾ状に作り、その先に快りをつけて別

の材を組み合わせるもの、柱の途中にアゴ状の挟りを入れて横架材を渡すなどの加工が見られる。孔は

方形孔が圧倒的で、ホゾの突起も方形的である。梯子の上端はほぼ凸形である。相欠きや追い入れで組

み合わせるものが見られる。中期に出現したと思われる栓が非常に多く見られるが、建築に使用してい

るかどうかは不明である。ホゾを入れて他の材と組み合わせた後にホゾ先に留め板を入れると推定され

る材がわずかに見られる。また、この時代から90度方向からそれぞれ孔を穿ち、中で貫通させる技法が

見られる。これには90度方向からのホゾを受ける場合と、緊縛するための紐掛けの二種類が想定される。

貫通孔は比較的小さいことが多い。壁板材と推定される長大な板材は両端部や中央部など、柱にあたる

部分をやや薄く削っている物が見られる。長辺の端部に方形の小孔を穿つ。これは他の材を木釘留めま

たは、緊縛して留めるためのものと考えられる。垂木材は、長大な芯持材の他に、スギの割材を用いた

小形の垂木が見られる。畦畔の杭材に転用されることが多く、「返しのある枕」と報告されていることが

多い。快りの下に紐で緊縛するための溝や快りがあり、この小形の垂木はこの時期に特徴的に見られる。

9



板材の接続にテキリ継ぎの技法が凋いられている例が静岡市の長崎遺跡で 1点見られる。

樹種は西部地域には広葉樹が多く、大井川以東はスギ材が多い。これは遺跡の近隣地域の植生を反映

している結果と思われる。材を求めるにしても川などを使って、上流にある隣接地域から材を運ぶ程度

のものと考えられる。

古墳時代中期

調査された遺跡数が少なく、資料がやや乏しくなる。東部地域ては調査例がなく、中西部の資料のみ

である。

発見されている材に垂木や柱材が多いためか、全体的に芯持材が多く、あまり大きな木を原木として

使用していないように思われる。梯子も芯持材を加工した物が多くなる。一方で、板材の加工が変化し、

追柾日の板材や、断面が長方形となるものが多くなる。

ホゾや貫孔、非貫通の孔などが見られ 追い入れの加工も見られるようになる。栓がまだ見られるが、

把手状の先端を持ち、建築材に使用したかは不明である。扉は下端にのみ回転軸を持ち、上部は孔をあ

けて柱と緊縛する物が見られる。垂木には上端のバリエーションがあり、円頭を持ち緊縛するもの、材

の半分を欠き込むもの、快りを入れて下部に緊縛の溝を切るものなど、様々な形が見られる。

樹種は針葉樹が圧倒的となる。西部ではスギよリヒノキ材が多い。垂木はイヌマキがほとんどである。

脚

調査された遺跡数が少なく、資料が非常に少ない。東部地域では調査例がない。前の時代に続き、ホ

ゾや貫孔i90度方向からあけられた孔などが見られる。貫通孔はいずれも方形孔である。静岡市瀬贈遺

跡の柱と推定される材では大型の貫孔とともにわたりあご状の決りのあるものが見られる。

樹種は中期に引き続き、針葉樹が多く、スギ、ヒノキ、イヌマキなどが使用されている。

奈良。平安時代

比較的調査数があるが、中西部に偏っている。条里制の大畦畔に大型材がそのまま埋め込まれる例が

見られ、資料が比較的良好に残っている。チョウナによる表面調整痕はまだ見られるものの、わずかに

なっている。板が格段に整えられ、断面が整った長方形であるものが多い。

仕日も整い、方形孔や非貫通の孔、円形孔等が見られる。また、台輪は十字に材を組むために組み合

う部分を相欠く技法を使っている。さらにこれに90度方向からの孔をあけたり、溝を切り込んだりして

床や壁材と組み合わせるという複雑な加工を行っている。垂木は先端を切り欠くもの、円頭状に作って

緊縛するものなどが見られる。

樹種は針葉樹が多く、中部ではスギがほとんどであるのに対し、西部ではヒノキと広葉樹が用いられ

ている。垂木は圧倒的にイヌマキを使用している。

仕口総括表 (1)

時 代 貫 穴 渡りあご 相欠き ホ ゾ 快 り 追い入れ チキリ継ぎ

縄文 △ △ △ △ △ △ △

弥生中期 ○ △ △ ◎ △ △ △

弥生後期・古墳初期 ◎ △ ○ ◎ ◎ ○ O

古墳中期 ○ △ △ ○ △ O △

古墳後翔 ○ ○ △ ○ △ △ △

奈良。平安時代 △ △ ○ O △ △ △
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仕口総括表 (2)

時 代 留め栓 90度方向の孔 非貫通の孔

縄文 △ △ △

弥生中期 △ △ △

弥生後翔・古墳初期 ○ ○ △

古墳中期 △ ○ ○

古墳後翔 △ ○ △

奈良。平安時代 △ ○ ○
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く生時代後期～古墳初頭

静岡県埋蔵文化財要覧 1 1966 静岡県教育委員会
伊豆韮山宮下遺跡 1967 韮山町教育委員会
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県田方 豆長岡町fBI之上宇畑
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豆長岡町南江間字人ツ

人ツ島遺跡 1983 静岡埋蔵文
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静岡県田方郡伊豆長岡町南江間宇人ツ島

ヒ財調査研究所人ツ島遺跡  1983
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三島市東本町
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東本町

西大久保・奈良橋向遺跡  1996 三島市教育委員会
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宇雌鹿塚静岡県沼
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県沼津市原宇雌鹿塚

塚遺跡発掘調査報告書 I・ H 1990 沼津市教育委員会
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静岡県沼津市
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1弥 生後期 中葉  2～ 4弥 生後期後 半
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弥生後期後半

静岡県静岡市清水下野
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岡県静岡市清水下野

下野遺跡 1985 清水
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弥生中期後半～弥生後期

静岡県静岡市清水長

長崎遺跡 1～ IV 1991・ 92・ 94・ 95 (財)静岡県埋蔵文化財調査
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岡県静岡市清水長崎

査研究所I― IV  1991・ 92・ 94・ 95
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弥生後期～古墳前期

水県

長崎遺跡 I～ IV 1991・ 92・ 94・ 95 (財)静岡県埋蔵文化財調査
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弥生後期～古墳前期

市清水

長崎遺跡 I～ IV 1991・ 92・ 94・ 95 (財)静岡県埋蔵文化財調査研
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弥生後翔～古墳前期

静岡県静岡市清水

長崎遺跡 I～ IV 1991・ 92・ 94・ 95 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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弥生後期～古墳前期

岡市清水
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弥生後期～古墳前期

岡市清水長崎
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V(遺 物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
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弥生中期後半
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瀬名遺跡V(遺物編H) 1996 (財 化財調査研
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弥生後期前半

跡V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
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弥生後期後半～古墳初頭

V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査
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V(遺 物編 II) 1996 埋蔵文化財調査
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